
 

１９９８年に東京慈恵会医科大学卒業。 

東京都リハビリテーション病院、神奈川リハビリテーション病院、東京都慈恵会医科 

大学病院などで数多くの高次脳機能障害の治療に携わってこられました。 

2016 年には、高次脳機能障害専門クリ二ックはしもとクリニック経堂を開院され、 

2017 年からは、千葉大学予防医学センター客員教授を併任されています。 

〜家族、地域の支援と理解を求めて〜 
⾼次脳機能障害とは、事故や病気（脳卒中）などが原因で脳が傷ついた時に起こる障害です。 

交通事故や病気によって脳にダメージを受けると「忘れっぽくなった、覚えられない」「集中できなく 

なった」「段取りが悪くなった」「怒りっぽくなった、やる気がでない」などさまざま症状が現れる 

事があります。この様な障害を高次脳障害と言います。高次脳機能障害について理解していただき、 

支援の輪を広げていくために、たくさんの方のご参加をお待ちしています。 

日時：平成３１年２月２４日（日） １４時～１６時３０分 

                    受付：１時３０分～ 

場所：鶴ヶ島市富士見市民センター集会室 
（〒３５０－２２０１ 鶴ヶ島市富士見 ５－１１－１）  

参加費：無料   定員：８０名 （先着順） 
 
 
第 1第 1 部 講演  14：10 ～８講演 

      「高次脳機能障害との上手な付き合い方 
                   ～子どもから高齢者まで～」  

講師：高次脳機能障害専門クリニック はしもとクリニック経堂 
院長 橋本 圭司氏   

第 2 部 対談 15：30 ～ 

橋本圭司先生 ＝ 当事者（２６歳 男性） 

・小学六年生の時に、交通事故で高次脳機能障害（記憶、遂行機能障害他）、を抱えながら 

 張って来られた１５年間の経緯を、橋本先生の助言を頂きながら、お話しをして頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

申込先：鶴ヶ島市 

社会福祉協議会 電話：０４９－２７１－６０１１、ＦａＸ：０４９－２８７－０５５７ 

問合わせ先：家族の会「こもれび」   電話：０８０－２３４３－５０５２ 

【主催】 高次脳機能障害者を支える会「こもれび」 ・鶴ヶ島市障害者支援ネットワーク  

【共催】 鶴ヶ島市社会福祉協議会 



※ 参加申し込み書 （締め切り：２月２１日） 
お申し込みは、なるべく FAX でお願い致します。 

      
       連絡先： 
  

区分（〇で囲んでください。） 所属 （ 支援者の方 ） 氏   名 

当事者 ・ 家族 ／ 支援者 ／ その他   

当事者 ・ 家族 ／ 支援者 ／ その他   

当事者 ・ 家族 ／ 支援者 ／ その他   

当事者 ・ 家族 ／ 支援者 ／ その他   

当事者 ・ 家族 ／ 支援者 ／ その他   

講師への質問等がありましたらご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ご記入いただいた個人情報は、本講習会のみに使用し、講演会終了後は破棄させていただきます。 

 

富士見市民センターへのアクセス 

若葉駅から徒歩 ２０分 

若葉駅東口発のつるワゴン 

 ⇒「富士見・五味ケ谷線」で１０分 富士見市民センター下車  

発車時刻 １２：０２鶴ヶ島駅西口発のつるワゴン 

⇒「富士見・五味ヶ谷線」で 17 分 「富士見市民センター」下車 

発車時刻 １２：３２． 

お車でお越しの方 

駐車場 ３９台（うち身体障害者用駐車場１台） 

他の利用者様も おられますのでなるべく公共交通を 

ご利用を お願い致します。 

 


